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二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
に
か
け
て
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
経
費
を
使

用
し
て
史
料
編
纂
所
「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
追
加
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館

所
蔵
『
捃
拾
帖
』（
く
ん
し
ゅ
う
じ
ょ
う
）
電
子
展
示
と
の
連
携
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
自
体

に
も
若
干
の
改
修
を
行
っ
た
の
で
、
以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
　

デ
ー
タ
の
追
加

　

二
〇
一
八
年
度
の
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
二
〇
〇
〇
年
七
月

に
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
が
刊
行
し
た
『
摺
物
総
合
編
年
目
録
（
第
二
稿
）』（
以
下
、

『（
第
二
稿
）』）
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
摺
物
の
整
理
を
進
め
、『
摺
物
総
合
編
年
目
録

（
第
二
稿
）
補
遺
』（
以
下
、『
補
遺
』）
を
刊
行
し
た
（
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
）。
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
宮
地
正
人
氏
が
『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
八
五
号
（
二

〇
一
九
年
四
月
）
に
掲
載
し
た
「『
摺
物
総
合
編
年
目
録
（
第
二
稿
）
補
遺
』
の
紹
介
」

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
史
料
編
纂
所
「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
右
記
『（
第
二
稿
）』
所

収
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
し
た
八
九
九
二
件
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
今
回

の
『
補
遺
』
所
収
分
二
六
七
二
件
に
つ
い
て
も
、
当
然
な
が
ら
デ
ー
タ
の
追
加
を
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
『
補
遺
』
印
刷
目
録
用
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
「
摺

物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
デ
ー
タ
を
追
加
す
る
こ
と
に
し
た
【
図
１
参
照
】。

　

た
だ
し
「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
入
力
校
正
シ
ス
テ
ム
を
備
え
ず
、
デ
ー
タ
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
は
全
件
デ
ー
タ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
に
よ
っ
て
行
う
た
め
、
既
存
デ
ー
タ
と
追
加
デ
ー

タ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
合
わ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
両
者
の
記
述
内
容

を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
若
干
の
修
正
あ
る
い
は
統
一
す
べ
き
点
が
見
つ
か
り
、
以
下
に

記
す
改
修
の
必
要
も
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
追
加
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
修
を
平
行

し
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
作
業
終
了
は
二
〇
一
九
年
度
に
な
っ
た
。

　
　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
『
捃
拾
帖
』
電
子
展
示
と
の
連
携

　

同
じ
く
二
〇
一
八
年
度
の
動
き
と
し
て
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
お
い
て
、
同
館
が

所
蔵
す
る
「
田
中
芳
男
・
博
物
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
『
捃
拾
帖
』
は
、
明
治
期
の
博
物
学
者

田
中
芳
男
（
一
八
三
八
～
一
九
一
六
）
が
収
集
し
た
幕
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
引

札
や
商
品
ラ
ベ
ル
等
を
貼
り
込
ん
だ
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
、『（
第
二
稿
）』
も
全
二
六

四
五
件
の
重
要
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
で
目
録
番
号

「A
00-6010-

」
と
な
る
も
の
が
『
捃
拾
帖
』
で
あ
る
）【
図
２
参
照
】。
そ
こ
で
摺
物
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
関
係
者
と
総
合
図
書
館
と
の
間
で
、
総
合
図
書
館
所
蔵
「
田
中
芳
男
・
博
物
学

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
中
の
「
電
子
展
示
『
捃
拾
帖
』」
と
史
料
編
纂
所
「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
と
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
の
提
供
、
画
像
の
リ
ン
ク
、
そ
し
て
今
後
の
情
報
の
交
換
等

に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
合
意
し
た
。
今
回
、
史
料
編
纂
所
か
ら
は
『
捃
拾
帖
』
一

～
一
五
帖
の
書
誌
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
総
合
図
書
館
か
ら
は
『（
第
二
稿
）』
に
含
ま
れ
て

い
な
い
一
六
帖
以
降
（
一
八
帖
ま
で
）
の
デ
ー
タ
七
一
二
件
、
電
子
展
示
の
ア
ド
レ
ス
提

供
と
リ
ン
ク
許
可
を
い
た
だ
い
た
。

　
　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
修

　

前
項
ま
で
の
経
緯
に
と
も
な
い
必
要
と
な
っ
た
点
、
及
び
以
下
①
～
③
の
点
に
つ
い

て
、「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
改
修
を
行
っ
た
。

①‌�

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の
デ
ー
タ
が
冊
子
目
録
と
同
じ
よ
う
に
並
ば
な
い
と
い
う
問
題
が
以

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
目
録
番
号
を
全
て
文
字
扱
い
と
し
、

ゼ
ロ
を
補
っ
て
桁
数
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
対
処
出
来
る
と
考
え
た
が
、
所
蔵
館
や
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
桁
数
が
異
な
り
、
確
認
の
手
間
が
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
マ
ス
タ

ー
デ
ー
タ
（
ソ
ー
ト
を
か
け
な
い
状
態
の
デ
ー
タ
）
を
冊
子
目
録
と
同
じ
配
列
に
す
る

こ
と
で
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
。

②‌�
『（
補
遺
）』
と
『
第
二
稿
』
で
は
、
年
代
推
定
や
版
種
推
定
等
に
独
特
の
記
述
が
あ
り

（
主
に
「
○
○
カ
」
と
存
疑
の
ケ
ー
ス
）、
統
一
が
と
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
の

で
、
で
き
る
だ
け
統
一
を
図
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

史
料
編
纂
所「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
デ
ー
タ
追
加
と
東
京
大
学

総
合
図
書
館
所
蔵『
捃
拾
帖
』電
子
展
示
と
の
連
携
等
に
つ
い
て

鶴 

田
　 

啓



画像史料解析センター通信

3

③‌�

『（
第
二
稿
）』
作
成
時
点
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
組
織
改
編
に
よ
っ
て
所
蔵
機
関

名
が
変
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
を
現
在
の
機
関
名
に
書
き
換
え
た
。
た
だ

し
、
所
蔵
機
関
で
の
番
号
変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
改
修
で
対
応
し
て
行
き
た
い
。

図１　『補遺』冊子目録用データ

図２　「摺物データベース」中の「捃拾帖」（一部）


